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3) 満洲凶史編纂刊行会編 『満洲国史 ･総論』(満蒙同胞援護会,1970年)所掲o傍点原文0
4) 拙稿 ｢最後の 『満洲国』ブームを読む｣(『中央公論』1989年6月号)0

























掌握せ らるること1)｣ という三つの原則が置かれ,その原則 を最 も効果的に実現 しうる体制 と
して独立国家案が最終的に選択されていったという経緯に鑑みても明らかであろう｡
具体的には1932年 2月 2日に策定された建設順序にしたがって,関東軍参謀を中心 とした新
国家建設幕僚会議を開催 して国利の内実を決定 してい くのと並行 して,張景恵を委員長とし,
ナ ム ト ン ム へロ
戚式毅,興治,馬占山,湯玉鱗,凌陸,斉黙特色木杢勤を委員 として組織された東北行政委員
会が東北四省 と-特別区及び蒙古各王侯の意志 として ｢党国政府 と関係 を脱離 し東北省区は完
全に独立せ り2)｣ との宣言を発 したのである｡そこでは建国方針 として ｢排外の政策を持たず
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表1 ｢満洲国｣政府組織法 と中国 ･日本法
中華民国約法 (1914年5月 1日公布)
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7) 該条文は ｢現在民国ノ法律未ダ議定頒布ヲ経ザルニ札 従前施行シタル法律及新刑律二シテ,氏
国国体こ抵触シタル各条ハ効力ヲ失フベキヲ除クノ外,余ハ均シク暫ク援用シ以テ導守二資ス｡此
二令ス｣と定める (前掲,楊幼桐 『近代中国立法史』101頁所掲)｡
















































































































































9) 小林龍夫他編 『現代史資軸11),続 ･満洲事変』(みすず書房,1965年)909-lo貰o
10) 前掲,｢満洲国の統治に就いて｣58頁｡
ll) 前掲,F現代史資料イ11),続 ･清洲事変』910頁｡
12) この間越について即断は危険であるが,とりあえず F殉公烈士伝』(康徳4年,国務院総務庁情
報処),藤川宥二 『清洲国県参事官』(大湊書居,1981年)など参照されたい｡
[付記]本研究は,二十一世紀文化学術財団学術奨励金により財政的援助を与えられた ｢近代束アジ
ア世界における社会科学思想の循環｣をテーマとする研究成果の一部である｡記して深謝の意を表
したいO
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